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おす｛う凱禰瀞か鳩手
　　　　　　一10月15日千手保育園一

　おじいちゃんおばあちゃんの参観日。

　両足をふんばっての取り組みに、大き

な声援がおくられました。

　　　圃休日救急医

11月15日大島医院（川原町）魯52－2957

　22日山口医院（下条）魯55－2003

　23日至誠堂医院（西浦町東）852－3276

　29日千手診療所（中央町〉a68－2034

12月6日池田医院（本町西）魯52－2581
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九
月
士
二
日
、
町
の
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
千
二
百
日
が
達
成
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
記
念
大
会
が
十
月
十
九
日

総合セン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

予
定
し
て
い
た
県
警
音
楽
隊
や
カ
ラ

ー
ガ
ー
ズ
ら
の
街
頭
パ
レ
ー
ド
は
雨

で
中
止
。
会
場
内
で
同
音
楽
隊
の
演

奏
を
披
露
し
て
、
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
記
録
は
、
単
に
、
町
内
で
発

生
し
た
事
故
の
み
を
対
象
に
し
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
昨
秋
、
小
国

町
内
と
長
岡
市
内
で
発
生
し
た
死
亡

事
故
や
、
今
年
に
入
っ
て
、
十
日
町

市
内
で
引
き
逃
げ
さ
れ
た
死
亡
事
故

と
、
つ
い
最
近
、
六
日
町
で
亡
く
な

っ
た
事
故
は
、
こ
の
記
録
に
は
、
含

ま
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
四
つ
の
事
故
は
、
い
ず
れ
も

直
接
町
民
が
か
か
わ
っ
た
死
亡
事
故

だ
け
に
、
今
回
の
記
録
達
成
も
、
手

放
し
で
は
喜
べ
な
い
よ
う
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
を
契
機

に
、
さ
ら
に
、
自
分
た
ち
の
住
む
町

の
記
録
更
新
に
努
め
な
が
ら
、
同
時

に
、
町
外
で
も
直
接
町
民
が
事
故
を

起
こ
さ
な
い
、
事
故
に
遭
わ
な
い
記

録
も
つ
く
り
上
げ
た
い
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
飲
酒
運
転
な
ど
違
反
行

為
は
、
断
じ
て
し
な
い
よ
う
に
心
が

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

タ
ク
・
ン
ー

　
ド
一
フ
イ
バ
ー

　
　
　
　
　
　
と
し
て

、

轟
．
．
究　

譲

　
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
、

は
一
五
〇
キ
ロ
運
転
し
て
い
ま
す
。

多
い
日
に
は
、
三
五
〇
キ
ロ
く
ら
い

走
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
運
転
し
て
い
る
と
「
危
な
い
」
と

い
う
場
面
に
も
遭
い
ま
す
。
子
供
の

飛
び
だ
し
と
、
女
性
の
、
、
ハ
イ
ク
が
一

番
怖
い
で
す
。

鰯
講
馨
難
曇
。
．
て
．

轡
黙
藪
ま
た
、
女
性
の
バ
イ
ク
は
、
方
向

　
　
　
　
　
　

　
　
鍵
難
轍
清
指
示
器
を
出
さ
な
い
で
曲
が
っ
た

　
　
　
　
　
　
り
、
方
向
指
示
器
を
つ
け
っ
ぱ
な
し

　
　
　
普
段
　
　
で
、
ど
っ
ち
に
行
く
の
か
わ
か
ら
ず

　
　
　
　
　
　
困
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
道
路
は
歩
道
が
で
き
た
り
し
て
、

道
路
の

　
維
持
管
理
に

　
　
　
　
　
　
あ
た
っ
て

『
■

　ぱ　　　　　　　　　　　　　ドさ

押木正登さん（栄町）

こえ

ー
仕　杉
事現し
の在て
う八uち人ま
ででづ
一仕1番事
多を
いし
のて
1耀

舗需

　
昭
和
三
十
三
年
か
ら
、
仙
田
地
区

を
中
心
に
道
路
管
理
員
と
し
て
、
こ

の
仕
事
に
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
四

十
八
年
か
ら
は
、
郡
市
内
の
国
県
道

全
般
の
道
路
管
理
員
と
し
て
十
日
町

土
木
事
務
所
に
勤
め
て
い
ま
す
。

　
車
両
が
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

道
路
の
傷
み
は
本
当
に
も
の
す
ご
い

で
す
。

　
仕
事
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
　
「
交

通
事
故
を
事
前
に
防
ご
う
」
と
、
管

内
の
国
県
道
全
線
お
よ
そ
四
〇
〇
キ

ロ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
週
二
回
し
て
監

視
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
八
人
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

車
が
走
る
に
は
よ
く
な
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
ま
だ
千
手
の
町
中
は
狭
く

ま
し
て
両
側
に
駐
車
し
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
み
ん
な
が
も
う
少
し
気
を

つ
け
れ
ば
走
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
最
近
特
に
目
に
つ
く

こ
と
に
、
高
校
生
の
自
転
車
が
並
ん

で
走
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
学
校
で

も
指
導
や
注
意
を
し
て
い
る
の
で
し

ょ
う
が
、
「
も
し
事
故
が
お
き
れ
ば
、

み
ん
な
が
困
る
」
と
い
う
こ
と
を
考

え
て
欲
し
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
日
暮
れ
も
早
く
な

り
ま
す
。
歩
行
者
は
反
射
テ
ー
プ
を

つ
け
て
も
ら
う
と
ド
ラ
イ
バ
ー
は
助

か
り
ま
す
。

装
の
ア
ナ
う
め
で
す
。
金
曜
日
に
豆

ツ
ブ
く
ら
い
の
ア
ナ
だ
っ
た
の
が
、

月
曜
日
に
は
五
セ
ン
チ
に
も
な
っ
た

り
し
て
い
て
び
っ
く
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
人
間
の
心
理
な
ん
で
し
ょ
う
が
、

人
の
い
な
い
と
こ
ろ
な
ど
、
特
に
ト

ン
ネ
ル
の
中
に
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
不

心
得
な
人
が
い
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
道
啓
が
改
良
さ
れ
、
安
全

施
設
が
良
く
な
っ
て
も
、
道
路
を
汚

し
た
り
、
走
る
人
の
マ
ナ
ー
が
悪
け

れ
ば
、
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
道
路
を
大
切
に
し

て
欲
し
い
も
の
で
す
。
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鑛緯襯識繊羅醜騒灘認蟹灘購麟i灘難蔓

61年中にどこの市町村の人が
事故を多く起こしているか
　　　　　　　（県警資料から）

謝

垂
華

灘

　区

囎分
煽

県内の
事故発生

ワースト
順　　位

人口1，000

人当たり

　の
事故件数

実　数

件数 死者

川西町 78 3．00 28 0
中里村 87 2．65 18 0
十日町市 89 2．52 120 3
津南町 97 2．17 29 1

A

纏

難
　
　
繍
灘
灘

　
　
難

川西音頭を演奏する県警音楽隊

鱈

妬
1

κ
》
旧
晴
で
タ
ろ
う
た

　　　　灘藝覇■■■
増田ヒサさん（発電所通り西

　
園
児
の
交
通
安
全
と
、
車
内
の
安

全
と
い
う
こ
と
で
、
昭
和
五
十
一
年

か
ら
、
保
育
園
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に

交
通
安
全
の

　
　
　
　
立
場
か
ら

歩
行
者
と
子
供
の

　
　
　
　
　
立
場
か
ら

添
乗
し
て
い
ま
す
。

　
総
合
セ
ン
タ
ー
前
か
ら
、
朝
八
時

と
午
後
三
時
の
二
回
、
一
旦
二
時
間

ほ
ど
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
っ
て
い
ま

す
。
た
ま
に
は
泣
い
た
り
、
さ
わ
い

だ
り
す
る
子
供
も
い
ま
す
が
、
私
の

い
う
こ
と
は
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
く
れ

て
、
い
ま
ま
で
こ
れ
と
い
っ
た
事
故

ド
ラ
イ
バ
ー
の
マ
ナ
ー
は
良
い
ほ
う

だ
と
思
い
ま
す
。

　
仕
事
柄
、
柏
崎
市
ま
で
一
日
数
回

砕
石
を
運
搬
し
て
い
ま
す
が
、
制
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
速
度
を
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
の
車
、
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯
灘
灘
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
い
越
し
違
反
の
車
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
い
く
ら
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
も
、
違
反
や
事
故
が
な
く
な
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絵
霧
男
と
い
う
こ
と
は
・
ま
だ
ま
だ
安
全
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
難
茂
導
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雲
う
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
特
に
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
路
の
歩
き
方
な
ど
、
運
転
免
許
を

　
現
在
、
町
の
交
通
指
導
員
と
し
て
　
　
持
っ
て
い
な
い
歩
行
者
の
指
導
が
大

三
年
目
に
な
り
ま
す
。
街
頭
指
導
に
　
　
切
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
た
っ
て
み
る
と
、
比
較
的
、
町
の
　
　
　
車
は
急
に
止
ま
れ
な
い
と
い
う
こ

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
冬
場
に
な
る
と
大
変
困
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
る

の
に
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
あ
の
お

ろ
し
大
根
が
、
頭
か
ら
被
せ
ら
れ
る

こ
と
で
す
。
ち
ょ
っ
と
ス
ピ
ー
ド
を

落
し
て
く
れ
た
ら
い
い
の
に
。
被
せ

ら
れ
て
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
る

と
ガ
タ
ガ
タ
寒
く
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
と
、
歩
道
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
あ
る
鉄
製
の
ア
ミ
で
す
。
雨
や
雪

の
時
期
に
は
、
あ
の
上
は
ツ
ル
ツ
ル

で
す
。
こ
ろ
ん
だ
人
も
い
る
よ
う
な

話
も
聞
き
ま
し
た
。
も
し
、
こ
ろ
ん

だ
と
こ
ろ
に
車
で
も
来
た
ら
大
変
で

す
。
な
ん
と
か
、
別
の
す
べ
ら
な
い

も
の
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

と
と
、
逆
に
ド
ラ
イ
バ
ー
は
い
つ
で

も
止
ま
れ
る
速
度
と
い
う
こ
と
を
、

頭
の
中
に
入
れ
て
お
く
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
交
通
指
導
員
に
な
る
前
に
、
交
通

安
全
協
会
役
員
と
し
て
、
九
年
ほ
ど

勤
め
ま
し
た
。
な
る
べ
く
大
勢
の
人

か
ら
、
交
通
安
全
関
係
の
仕
事
に
た

ず
さ
わ
っ
て
も
ら
い
、
勉
強
し
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　
事
故
は
起
こ
そ
う
と
思
っ
て
起
こ

す
人
は
い
ま
せ
ん
。
も
し
事
故
に
あ

っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら

よ
い
か
自
分
自
身
で
考
え
て
お
く
こ

と
も
、
事
故
の
減
少
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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　　　　　　　　　　長さ4α8m、幅10mの萩原橋渡り初め
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十
月
二
十
日
国
道
四
〇
四
号
の
萩
原
橋
（
室
島
地
内
）
が
完
成
。
現
地

で
渡
り
初
め
式
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
村
合
併
前
の
昭
和
二
十
八
年
、
当

時
の
仙
田
村
で
は
初
め
て
の
永
久
橋
と
し
て
、
小
脇
の
人
た
ち
や
関
係
者

を
喜
ば
せ
た
も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
前
後
の
道
路
は
、
冬
の
間

雪
崩
の
難
所
と
し
て
、
し
ば
し
ば
交
通
が
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
そ
の
地
点
か
ら
お
よ
そ
九
〇
メ
ー
ト
ル
下
流
へ
架
け
替
え

ら
れ
、
同
時
に
道
路
の
法
線
を
大
き
く
変
え
て
、
雪
崩
の
危
険
も
緩
和
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
内
の
三
代
夫
婦
八
組
（
う
ち
二
組
は
欠
席
）
か
ら
渡
り
初
め
に
参
列

し
て
い
た
だ
き
、
関
係
者
一
同
そ
の
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　
橋
の
名
を
橋
柱
に
刻
ん
だ
文
字
は
、
地
元
仙
田
小
学
校
小
脇
分
校
の
児

童
三
人
か
ら
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
（
写
真
説
明
は
敬
称
略
）

D
　
D
　
①
　
9
　
3
　
⑤

　
ロ
　
に
　
お
　
る
　
む
　
ゆ

吉
イ
一
子
男
子

　
　
　
　
　
ト

文
ヌ
準
サ
寿
裕

田増室島

　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　．　　　　　　　　　9　　　　　　　　　0　　　　　　　　・　　　　　　　　曹　　　　　　　　．　　　　　　　・　　　　　　　9　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　り　　　　　　●　　　　　　■　　　　　o　　　　　o　　　　　・　　　　●　　　　o　　　　o　　　．　　　o　　　．　　o　　●　　●　　，　．　●　．
．．o

四
㈲
鰍
6
⑤
G
①
伽

　
　
ミ
一
シ
朗
子

墓　
　
ト
啓
ト
正
正

宮山野田

手
前
の
橋
が
開
通
し
た
萩
原
橋

　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　，　　　　　　　　　●　　　　　　　　　．　　　　　　　　　■　　　　　　　　■　　　　　　　　0　　　　　　　　9　　　　　　　●　　　　　　　o　　　　　　　，　　　　　　o　　　　　　－　　　　　　o　　　　　，　　　　　．　　　　　o　　　　●　　　　．　　　　・　　　o　　　．　　　一　　　．　　・　　●　　o　●　・　甲
．．■

星名寅次郎㈲
　　マサヲ㈹
　　忠夫働
　　敏働
　　和幸G3
　　美枝子⑱

伊友
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　　　　　　63年度

幼稚園児・保育園児

入園申請受付は11月20日（金）まで

申請書には、次の書類を添えてください。

＊勤め人のいる家庭は、事業主発行の勤務証

明書

＊内職をしている家庭は、事業主発行の内職

証明書

＊病人のいる家庭は、医師の診断書

＊保育所入所調査表

注意いただきたい事項

＊心身の障害などで、団体生活ができない人

　は入園できないことがあります。

＊入園希望児が2人以上いるときは、各児童

　ごとに申請してください。

＊家庭状況をお尋ねします。申請書は、直接

　家族の方がお持ちください。

＊現在、入園中で引き続き入園を希望する児

　童も申請してください。

募集人員、申請書の提出などは次のとおり

施設名 募集人員 入所区域
申請書の
配布提出
場　　　所

川西幼稚園
五
歳
児

人
6
0

全町、ただし

年間通園
可　能　者

住民課窓口・

幼　稚　　園

千手保育園

就
学
前
児
童

100

千手地区

住民課窓口

各保育　園

南原　〃 45

上野　〃 80 上野　〃

橘　〃 90 橘　　〃

仙田　〃 45 仙田　〃

問い合わせ先

＊保育園については役場福祉係有線2132

＊幼稚園については教育委員会有線5586

の影

≡左から橋名板を書いた斉木由香（6年）、斉木悠輔
≡（5年）、斉木信義（6年）と、指導の関谷分校主任。

の
　
の
　
の
④
④
④

ひ
　
ひ
る
ほ
　
ゆ

三
ル
夫
子
弘
美

　
　
　
　
　
恵

真
ハ
晴
綾
保
千

村上野上

④
心
W
㊦
ハ
倒
④
D

ひ
ひ
る
る
ゆ
ロ
ご

江
シ
威
ミ
幸
恵

利
ヨ
幸
ト
正
一

木斎脇小

⑤
④
①
2
2
①

ひ
に
お
　
ツ
　
ロ
む

治
ト
布
ラ
則
子

　
　
　
　
　
奈

音
イ
義
ム
義
三

辺渡野上
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鹸☆鹸☆☆助産婦活動に徹した歯届☆☆☆☆☆☆☆

故太田ケンさん

お産介助3，526件に及ぶ

　
八
月
十
八
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
太

田
ケ
ン
さ
ん
へ
中
央
町
）
に
、
内
閣

総
理
大
臣
か
ら
勲
六
等
瑞
宝
章
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
位
階
を
、
民
間
人
で
受
章
さ

れ
た
の
は
、
町
で
は
初
め
て
の
栄
誉

で
あ
り
ま
す
。

官
公
庁
関
係
歴

0
●
1
●
1

231

8
）
　
（
三
十
一
年
十
月
）

6
．
8
．
1

家
族
計
画
実
地
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
委
嘱
）

ク
罰
一
別
二
二
＋
五
年
吾
）

　
　
　
　
　
　
　

妊
産
婦
・
新
生
児
訪
問
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
委
嘱
）

　　《
　千1県手1
の小1　一』　 ：

　ノヤ　ぎノメ　　　ヤ

　年1工　 1、、保1

ン坂1
ソ君i
ミし　　　　　ミ

ノが1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
』

　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
2
『
u

　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
県
囚
の
児
童
・
生
徒
ら
が
、
工
夫

「
県
発
明
工
夫
展
・
県
模
型
展
」
が
、

　
そ
の
中
で
、
発
明
工
夫
へ
児
童
・

を
こ
ら
し
た
作
品
を
、
持
ち
寄
っ
た

県
立
自
然
科
学
館
（
新
潟
市
）
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
器
一
n
二
二
＋
年
）

6
　
　
　
　
　
3

川
西
町
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
主
任

助
産
婦
　
　
　
　
へ
町
長
委
託
）

　
民
間
関
係
歴

　
毅
一
別
二
四
＋
四
年
吾
）

6
　
　
　
　
　
1

開
業
医

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

241

1
）
　
へ
二
年
六
月
）

5
．
3
．
3

社
団
法
人
日
本
助
産
婦
会
新
潟
県

支
部
十
日
町
分
会
長

ク
5
．
4
．
1

8
●
3
．
、
二
一
年
）

5
　
　
　
　
　
3

同
右表

　
彰

50
・
1
0
・
1
8

57
・
1
0
・
1 4

県
知
事
表
彰

　
（
母
子
保
健
功
労
）

厚
生
大
臣
表
彰
（
同
）

生
徒
）
の
部
に
、
千
手
小
・
保
坂
健

君
へ
沖
立
・
精
一
さ
ん
二
男
）
の
「
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
工
夫
」
が
、
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
お
父
さ
ん
の
車
に
同
乗
し
て
よ
く

締
め
忘
れ
を
注
意
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

キ
ー
と
ベ
ル
ト
と
バ
ッ
テ
リ
ー
に
配

線
を
ほ
ど
こ
し
て
、
キ
ー
と
ベ
ル
ト

を
同
時
に
セ
ッ
ト
し
な
い
と
エ
ン
ジ

ン
が
か
か
ら
な
い
と
い
う
工
夫
を
、

模
型
を
作
っ
て
実
証
し
ま
し
た
。

川
西
中
な
ど
四
校
に
表
彰
状

県
よ
い
歯
の
学
校
運
動

　
十
月
二
十
一
日
、
中
越
地
区
医
師

会
館
（
長
岡
市
）
で
、
第
二
十
九
回給食のあと歯をみがきます（仙田小）

新
潟
県
よ
い
歯
の
学
校
運
動
審
査
会

（
新
潟
日
報
社
、
県
医
師
会
、
県
学

校
保
健
会
主
催
、
ラ
イ
オ
ン
共
催
）

の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
席
上
、
町
内
の
次
の
四
校
が
、
優

良
校
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
橘
小
学
校
（
西
村
百
合
子
校
長
、

　
　
　
　
　
　
児
童
数
一
五
五
人
）

　
上
野
小
学
校
（
後
藤
信
夫
校
長
、

　
　
　
　
　
　
児
童
数
一
二
六
人
）

　
仙
田
小
学
校
（
持
田
博
校
長
、
児

　
　
　
　
　
　
童
数
九
〇
人
）

　
川
西
中
学
校
へ
土
佐
弘
校
長
、
生

　
　
　
　
　
　
徒
数
四
四
三
人
）

　
全
国
防
犯
功
労
者

　
　
　
　
小
林
さ
ん
銅
賞
受
賞

　
十
月
六
日
、
東
京
で
全
国
防
犯
運

動
中
央
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
席

上
、
木
島
町
小
林
健
三
さ
ん
が
、
防

犯
功
労
者
と
し
て
、
銅
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
七
年
「
木

島
子
ど
も
会
」
結
成
に
尽
力
。
以
来

五
十
年
ま
で
同
会
の
育
成
指
導
に
努

め
ま
し
た
。

　
一
方
、
四
十
五
年
に
十
日
町
地
区

少
年
補
導
員
制
度
が
発
足
。
当
初
か

ら
そ
の
補
導
員
と
し
て
、
現
在
も
活

躍
中
で
す
。
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髄
雛
、

　　　　　　　蔽　　　　男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町　　　　　　　　　　　　　　　　　　市　　　　　　　　　　　　　　縄　　　　　　　　　　　ど　　　　　　　な　　　西　　l　I

　
県
は
、
今
年
新
し
く
成
立
し
た
総
合
保
養
地
域
整
備
法
に
基
づ
く
特
定

地
域
に
、
十
日
町
・
魚
沼
・
東
頚
城
地
域
（
当
町
を
含
む
十
四
市
町
村
）

を
設
定
し
ま
し
た
。

　
当
県
の
特
長
で
あ
る
高
速
交
通
網
を
活
か
し
て
、
大
需
要
地
首
都
圏
か

ら
の
集
客
が
期
待
で
き
、
民
間
事
業
者
の
進
出
が
見
込
ま
れ
る
地
域
と
し

て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
後
、
国
、
県
、
関
係
市
町
村
、
学
識
経
験
者
、
関
係
民
間
事
業
者
で

組
織
す
る
推
進
協
議
会
を
結
成
し
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
具
体
化

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
川
西
町
も
運
動
が
効
を
奏
し
、
県
の
特
定
地
域
の
中
に
入
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
国
の
指
定
地
域
認
定
に
向
け
た
運
動
と
、
こ
れ
を

足
が
か
り
に
し
た
町
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

リゾート構想のシンポジウム（7．21クロス10）

役場庁舎に下げられた「リゾート」懸垂幕

雛
灘
騰
騰
購
麟
．
、き

　
簸
霧

　灘難

轍

欝

騰欝

難

騰灘

聯

灘懸

瑚
西
町

欄

特定地域区域図
・”・、　㌔　　　＼も　　　＼、、

Vも小出∵廻和、
口！　へ生シー・父流型リゾてト

　
、
－
、
、
－
－
－
，

ヤ
ら
ヨ
　
ノ

・

秒
舶
　
谷

タ
　
ヤ

広
・
、
　
之

㌦
　
　
湯

噂
．’嚇

、
、
　
　
　
　
　
和

’’
．
　
　
　
　
　
大

出
’
小

プ
’
1

　
　
4
．

　
堀
之
内

　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
ト

　
一
　
　
　
ク
一

㌔
　
　
ル
ゾ

、
、
・
　
麓
ツ
リ

、
、
　
　
山
一
型

．
’
　
　
場
ポ
習

・
　
　
　
　
　
学

／
　
苗
ス
験

　
い

、
　
　
弊

｛
。
．
六
日
町
　
。
、

　
　
　
　
　
ノ

、
　
　
　
　
　
　
㌔

　
　
　
　
、
馬

＼！魚沼丘陵
スポーツ

＼　　・レクリゾート

塩沢

　
小
千
谷
　
　
9
」
」
。
ー
ノ

ノ
、
’
く
…
ノ
西

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
・
ー

・、

　
国
　
　
　
　
　
月

　
　
ヤ

　
　
パ
」
　
　
　
　
　
　
閣

　
　
　
　
　
輔

　柿　崎　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　1　一＿
　　　　　　　　　　　　　　ノ　　高

σ、、・・、！・　！！　柳
　◎へ・！　 ／7　柳　 川西1　　￥
　　　　　　　　　　　　　の吉川、．　　　　ノ．’・ノ＋日町
，．、．．ノー！　　　　，　　中里・十日町
　　　　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
浦　　，大〆ノスポーツ●レクリソート

崖　1島憐溶筑．＿
、
、
　
　

’
・
、
　

、
、 代l　　　　　l

　ちの　　　　　　も　　　　ち　じのノ　　　　　　　　　　　　　ヘ

　　安k　r　　　
’
・
、
　

＼
　　塚　、　、　松之山　　　＼
牧　　　91　　　　　、’
　　　　　　　　　　　εヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

亀≧．、＿＿珍重

湯沢
r
l
亀
、

　飯土山麓、
スポーツ・レクリゾート

、．

　　　、
　　　　、

牧　　悌　　ち　、

、

ヤ
ヤ

清、

・厘・
竃

ノ韻凝●松之山●津南

　　シルバーリゾート

　八海・巻機山麓
スポーツレク・自然体験型

　　　リソート
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た
く

滝
谷
琢
宗
禅
師

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
　
子
　
幸

観
音
様
の
授
け
児

　
曹
洞
宗
（
そ
う
と
う
し
ゅ
う
）
の

檀
徒
（
だ
ん
と
臨
川
西
は
全
世
帯
の

約
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
は
、
葬
儀
や

法
事
に
「
修
証
義
」
を
無
常
の
思
い

で
読
諦
（
ど
く
じ
ゅ
）
す
る
。
　
「
正

法
眼
蔵
」
九
五
巻
か
ら
抜
粋
し
た
長

文
の
こ
の
経
典
は
、
道
元
禅
師
の
宗

旨
を
分
か
り
易
く
広
め
る
た
め
に
、

宗
門
あ
げ
て
の
協
力
を
得
て
、
最
終

的
に
滝
谷
琢
宗
が
編
さ
ん
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
の
貫
主
と

な
り
、
の
ち
に
曹
洞
宗
管
長
に
任
ぜ

ら
れ
、
明
治
天
皇
か
ら
真
晃
断
際
禅

師
の
勅
号
を
賜
っ
た
滝
谷
琢
宗
は
、

わ
が
川
西
町
の
、
き
び
し
く
て
豊
か

な
自
然
と
風
土
が
生
ん
だ
不
世
出
の

高
僧
で
あ
っ
た
。

　
琢
宗
は
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）

十
二
月
二
十
二
日
（
太
陽
暦
で
八
年

一
月
二
十
八
日
）
に
、
仙
田
村
赤
谷

で
お
け
屋
を
営
む
半
平
（
屋
号
）
の

跡
取
り
と
し
て
う
ぶ
声
を
あ
げ
た
。

当
時
、
半
平
親
方
の
仕
事
を
手
伝
っ

て
い
た
金
子
吉
蔵
（
岩
瀬
の
折
坂
）
が

曹洞宗管長時代の

　琢宗禅師

作

家
人
に
次
の
口
伝
を
残
し
て
い
る
。

　
両
親
の
小
川
六
左
衛
門
、
す
な
夫

婦
は
、
結
婚
後
五
年
た
っ
て
も
男
児

に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

す
な
は
「
男
の
子
が
欲
し
い
」
と
伊

勢
平
治
の
観
音
様
へ
百
日
の
願
を
か

け
た
。
毎
夜
、
家
人
が
寝
静
ま
る
と
赤

谷
峠
を
越
え
て
千
手
へ
足
を
運
び
、

夜
が
明
け
る
ま
で
に
帰
宅
し
て
ふ
だ

ん
と
変
わ
り
な
く
仕
事
を
し
た
。
満

願
の
夜
、
仁
王
門
の
前
に
白
装
束
の

婦
人
が
現
わ
れ
、
す
な
に
「
念
願
は
か

な
う
」
と
告
げ
て
消
え
た
と
い
う
。

　
や
が
て
生
ま
れ
た
の
が
琢
宗
で
、

両
親
は
歓
喜
し
、
伍
三
郎
と
名
付
け

て
大
事
に
養
育
し
た
。
成
長
す
る
に

し
た
が
い
、
神
童
の
う
わ
さ
が
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
頭
脳
は
、
一

千
匹
も
群
れ
泳
ぐ
コ
イ
の
稚
魚
を
一

匹
ず
つ
見
分
け
る
ほ
ど
の
す
る
ど
さ

で
、
ム
ラ
の
衆
は
「
観
音
様
の
授
け

児
だ
」
と
敬
い
、
祝
福
し
た
。

　
大
蔵
経
全
巻
を
読
破

　
川
崎
久
一
氏
は
、
　
「
越
佐
人
物
ア

ラ
カ
ル
ト
」
で
、
琢
宗
の
人
と
な
り

を
大
要
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
琢
宗
は
七
歳
の
こ
ろ
か
ら
十
一
歳

ま
で
、
冬
季
の
農
閑
期
に
開
設
さ
れ

る
ム
ラ
の
登
坂
荘
蔵
の
寺
子
屋
に
通

い
、
い
ろ
は
か
ら
始
ま
り
、
　
「
商
売

往
来
」
や
「
庭
訓
往
来
」
な
ど
の
往

来
物
や
「
御
成
敗
式
目
」
「
干
文
字
」

な
ど
を
学
ん
だ
。

　
弘
化
四
年
（
一
八
四
六
）
十
二
歳
の

と
き
、
父
母
の
反
対
を
押
し
切
り
、

小
国
町
太
郎
丸
の
真
福
寺
に
赴
き
、

住
職
の
祖
伝
和
尚
に
頼
ん
で
出
家
て

い
髪
し
、
名
を
琢
宗
と
改
め
、
魯
山

（
ろ
ざ
ん
）
と
号
し
た
。
祖
伝
和
尚
も

ま
た
赤
谷
長
谷
川
太
郎
右
衛
門
（
当

主
は
辰
栄
氏
）
の
出
身
で
あ
っ
た
。

　
翌
嘉
永
元
年
（
一
八
四
七
）
十
三

歳
か
ら
十
七
歳
ま
で
、
太
郎
丸
の
医

師
加
藤
宗
元
に
つ
い
て
「
孝
経
」
「
古

文
真
宝
」
「
唐
詩
選
」
「
四
書
五
経
」

な
ど
の
俗
書
を
学
ん
だ
。
十
四
歳
で

法
華
八
巻
を
暗
唱
し
、
四
月
八
日
の

釈
尊
（
し
ゃ
く
そ
ん
）
降
誕
を
ト
（
ぼ

く
）
し
て
得
度
の
式
を
受
け
、
受
具

し
て
上
座
と
な
っ
た
。
十
五
歳
の
と

き
、
祖
伝
和
尚
の
許
し
を
得
て
諸
国

を
歴
遊
し
、
江
戸
は
駒
込
栴
檀
林
（
せ

ん
だ
ん
り
ん
）
に
学
ぶ
こ
と
数
年
、

越
後
領
領
主
と
し
て
東
都
の
学
界
に

名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
三
十
歳

に
な
っ
て
太
郎
丸
に
帰
り
、
肥
娯
山

（
ひ
ご
さ
ん
）
の
ふ
も
と
に
外
護
者

か
ら
肥
娯
林
と
い
う
庵
を
つ
く
っ
て

も
ら
い
、
こ
こ
に
こ
も
っ
て
大
蔵
経

全
巻
の
読
破
を
志
し
た
。
午
前
三
時

起
床
、
午
後
十
一
時
就
床
、
一
日
五

巻
ず
つ
の
大
蔵
経
読
破
の
生
活
を
足

掛
け
五
年
間
続
け
た
の
で
あ
る
。

　
曹
洞
宗
管
長
と
な
る

　
三
十
五
歳
の
と
き
、
村
松
町
英
林

寺
の
住
職
に
請
わ
れ
、
翌
年
に
は
越

後
禅
門
四
大
道
場
の
一
つ
で
あ
る
同

琢宗禅師が12歳で出家した

　　小国町の真福寺

町
滝
谷
の
慈
光
寺
へ
栄
転
し
た
。
こ

の
と
き
小
川
姓
を
改
め
て
滝
谷
と
し

た
。

　
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
総
持
寺
本

山
東
京
出
張
所
の
執
事
と
な
り
、
の

ち
に
両
本
山
か
ら
新
潟
、
柏
崎
両
県

の
創
開
布
教
師
と
し
て
派
遣
さ
れ
、

廃
仏
棄
釈
の
宗
教
政
策
の
中
で
「
三

条
の
教
則
」
を
力
強
く
巧
み
に
説
き
、

お
お
い
に
布
教
効
果
を
あ
げ
た
。

　
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
は
末
寺

四
千
を
数
え
て
東
海
一
の
禅
林
と
い

わ
れ
る
最
乗
寺
（
神
奈
川
県
）
の
住

職
と
な
り
、
十
七
年
（
一
八
八
四
）

に
は
再
度
総
持
寺
執
事
に
任
ぜ
ら
れ

た
。
同
時
に
、
宗
門
史
始
ま
っ
て
以
来

の
宗
務
局
総
監
の
要
職
に
つ
い
た
。

　
十
八
年
（
一
八
八
五
）
十
一
月
に

は
、
第
六
士
二
世
永
平
寺
貫
主
と
な

っ
た
。
三
十
二
人
の
候
補
者
の
中
か

ら
圧
倒
的
多
数
で
選
ば
れ
た
の
は
、

総
持
寺
本
山
側
の
大
黒
柱
で
あ
っ
た

琢
宗
が
、
永
平
寺
貫
主
と
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
両
本
山
の
勢
力
的
均
衡
を

は
か
り
た
い
と
す
る
世
論
か
ら
で
あ

う
た
。
琢
宗
は
辞
退
し
た
が
、
一
宗
統

轄
の
、
衆
望
の
帰
す
る
と
こ
ろ
を
知

っ
て
辞
任
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
は
曹

洞
宗
管
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
在
任
中

に
、
　
「
生
を
明
ら
め
死
を
明
ら
む
る

は
仏
家
一
大
事
の
因
縁
な
り
」
に
始

ま
る
前
述
の
「
曹
洞
教
会
修
証
義
」

を
編
さ
ん
し
た
。

松
方
正
義
が
入
閣
を
懇
請

　
琢
宗
が
故
郷
の
赤
谷
へ
錦
を
飾
る

日
、
ム
ラ
の
重
立
衆
は
羽
織
は
か
ま

で
村
境
に
出
迎
え
た
。
蟹
田
（
か
に

だ
・
国
道
二
五
二
号
と
四
〇
四
号
の

交
差
地
点
対
岸
の
地
名
）
で
駕
籠

（
か
ご
）
を
降
り
た
琢
宗
は
、
丁
重

に
あ
い
さ
つ
し
、
そ
こ
か
ら
は
徒
歩

で
実
家
へ
向
か
っ
た
。

　
そ
の
晩
、
琢
宗
が
入
浴
し
た
あ
と

の
残
り
湯
を
、
ム
ラ
の
衆
が
も
ら
い

に
来
た
。
　
「
禅
師
様
の
入
ら
し
っ
た

湯
を
、
煎
じ
て
飲
め
ば
利
口
に
な
る
、

病
ま
ず
に
コ
ロ
リ
と
逝
け
る
」
と
い

う
願
い
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
近
隣
仏
教
国
と
の
友
好
が
重
視
さ

れ
て
、
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に

松
方
正
義
（
第
四
代
内
閣
総
理
大
臣
）

が
入
閣
（
外
務
大
臣
）
を
懇
請
し
た

と
い
う
話
が
あ
る
。
そ
の
と
き
、
「
自

分
は
政
治
家
で
は
な
い
」
と
固
持
し

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
知
る
人
は
少
な
い

か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
年
引
退
し
、

東
京
麻
布
に
隠
居
し
て
養
子
を
迎
え

て
い
る
。
三
十
年
（
一
八
九
七
）
十

二
月
十
八
日
、
六
十
二
歳
で
入
寂
し

た
。
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1　1。月1。日

け魍、固難？欝饗
わ　　①高橋伸一（千手2）②井上吉

‘ナ　　　典（同）③柄沢友之（同）
　　同女子（①星名冴子（上野2）②
い　　星名恵（千手2）③池竹千津子
　　　（橘2）

多　　小学校3・4年男子1．5キロ
　　　①小海基（千手4）②村山正浩
　　　（同3）③星名康宏（同）

ぞ同翻躍離彊両螺蔽
’　　（千手4）
の〉小学生5・6年女子2．5キロ

る　　　①丸山真由美（千手5）②押木
　　　昌子（仙田6）③星名聡美（千手

書　　　6）
　　小学生5・6年男子3．5キロ
　　　①南雲武幸（千手6）②岡崎貴
　　　史（同）③星名弘文（同）
　　中学生女子3．5キロ
　　　①星名浩美（川西2）②水落亜
　　　樹（同）③茂野暁子（同1）
　　中学生男子5．6キロ
　　　①太田和幸（川西3）②小林正

さ　　　樹（同1）③野沢保彦（同3）
　　高校男子5．6キロ

乙　　　①窪田稔（十高）
　　一般36歳以上男子1．5キロ
　　　①数藤久（沖立）

多　　同女子①平野夏子（四郎兼）②
　　　星名サチ子（伊友）③北村フミ
　　　子（山野田）
　　一般36歳未満男子5．6キロ
　　　①滋野康一（野口）②押木美代
　　　治（元町）
　　同女子　①保坂ナツ子（栄町）
剣　　②黒嶋信子（伊友）

　　我
　望を
　置冗亡

　　’o“
　むれ
八

季楽て
市

松し

浦さ
浦
サ
ク
さ
ん

　
　
（
中
仙
田
出
身
）

　
拝
啓
町
長
様
毎
日
お
元
気
で
ご

活
躍
の
様
子
、
心
か
ら
お
よ
ろ
こ
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
つ
も
「
広
報
か
わ
に
し
」
を
お

送
り
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
ほ
ん
と
う

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
懐
し

い
故
郷
の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
、
い

日の当たる縁側で

お孫さんと松浦さん

ろ
い
ろ
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。
大

勢
の
方
が
た
に
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
だ

こ
う
と
、
こ
の
広
報
紙
を
お
送
り
く

だ
さ
る
真
心
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
恐
ら
く
、
み
な
さ
ん
が
我
を
忘
れ

て
読
ん
で
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

ほ
ん
と
う
に
生
ま
れ
た
里
と
自
分
を

結
ぶ
最
高
の
楽
し
み
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
急
に
暑
か
っ
た
り
寒
い

く
ら
い
の
日
が
あ
っ
た
り
、
夏
も
短

か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
年
を
と

っ
た
せ
い
か
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
早
生
稲
も
穂
ば
ら
み
と
な
り

眺
め
の
よ
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ

う
。
　
（
注
・
8
月
1
8
日
付
け
の
お
便

り
）
セ
、
・
・
の
声
も
と
き
ど
き
聞
こ
え

ま
す
が
、
車
の
音
に
か
き
消
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
朝
露
に
小
さ
な
ヵ
マ

キ
リ
が
遊
ん
で
い
た
の
を
、
孫
が
よ

ろ
こ
ん
で
つ
か
ま
え
て
来
た
り
し
て

余
念
な
く
毎
日
を
過
し
て
い
ま
す
。

　
「
い
つ
ま
で
生
き
る
命
か
は
知
ら

ね
ど
も
今
日
一
日
を
無
事
に
過
ご
せ

り
」
な
ど
と
日
記
に
書
い
た
り
し
て

い
ま
す
。

　
町
長
様
　
ご
多
忙
の
中
、
何
と
ぞ

ご
自
愛
専
一
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
町
の
皆
み
な
様
に
よ
ろ
し
く
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

細

霜
条
に
句
碑
建
立

観
光
の
新
名
垢
こ

百
わ
　
‘

ブ
ナ
林
一
帯
に
遊
歩
道
も

　
十
月
四
日
、
清
竜
寺
（
金
山
良
晃

住
職
）
の
境
内
に
、
京
都
大
阪
や
東

京
方
面
か
ら
の
旅
行
客
と
、
地
元
の

人
た
ち
を
含
む
六
十
人
余
り
の
俳
旬

愛
好
家
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
同
寺
金
山
父
子
が
、
俳
聖
高
浜
虚

子
の
高
弟
高
野
素
十
（
す
じ
ゅ
う
・

一
八
九
三
i
一
九
七
六
）
の
句
碑
を

境
内
に
建
立
さ
れ
た

　
　
　
　
素
十
句
碑

建
立
。
そ
の
除
幕
式
に
参
加
し
た
も

の
で
す
。

　
素
十
は
、
本
名
与
巳
（
よ
し
み
）

と
い
い
、
茨
城
県
に
生
ま
れ
、
中
学

時
代
を
長
岡
市
で
過
ご
し
ま
し
た
。

東
京
大
学
卒
業
後
、
新
潟
医
大
、
奈

良
医
大
の
教
授
を
歴
任
。
新
潟
医
大

の
医
学
部
長
ま
で
進
み
ま
し
た
。
そ

の
間
県
下
に
、
大
勢
の
門
下
を
育
て

ま
し
た
。

　
千
手
に
も
た
び
た
び
訪
れ
、
俳
句

グ
ル
ー
プ
芦
の
芽
会
を
中
心
に
指
導
。

た
ま
た
ま
同
寺
に
投
宿
さ
れ
た
折
の

「
大
き
な
炉
燃
え
ゐ
る
こ
と
と
思
ひ

訪
ふ
」
の
句
が
、
短
冊
に
遺
さ
れ
、

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
碑
に

刻
ま
れ
、
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
句
碑
は
、
数
え
て
全
国
十
八

番
目
の
建
立
だ
そ
う
で
す
。
し
た
が

っ
て
、
全
国
的
に
も
貴
重
な
存
在
と

な
り
ま
し
た
。
各
地
に
大
勢
の
素
十

信
奉
者
が
お
ら
れ
ま
す
。
折
お
り
そ

の
人
た
ち
が
訪
れ
る
こ
と
は
、
ま
ち

が
い
な
い
よ
う
で
す
。
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ゆき・越後の冬を快適に
　雪対策は、行政や関係機関が

長期的、総合的に推進するとと

もに、住民一人ひとりが自らの

問題として取り組んでいかなけ

ればなりません。

　次の催しに参加し、雪に強い

郷土づくりをめざしましょう。
●会期　11月14日（土）～15日（日）

　　　両日とも10100～17：00
●長岡市厚生会館

　◇専門家による克雪相談

　　　馨隻論談漁）

　◇克雪対策の現状等の紹介
　◇克雪・利雪技術等の展示
●長岡ニュータウン

　◇克雪住宅、雪に強いまち
　　づくり、大型除雪機械の
　　展示
●長岡文化会館

　（13月から長岡商工会議所）

　　に名称変更
　11月14日（土）

　◇研究発表　13：30～14：30

　　　「負けるな雪に、みんな

　　の知恵で」

　　　小千谷市立塩谷小児童
　　　r雪は友だち、三葉の子

　　の雪祭り」

　長岡市立坂之上小児童
◇記念講演　14：30～16：00

　r私の白の世界　雪国」

　　富岡惣一郎氏
　　　（画家、上越市出身）

退職金づくりは
　　　　ミ中退金モで
　中小企業退職金共済制度は、
退職金を持つことが困難な中小
企業に、国の助成を得て、退職
金の支払いが出来るようにする
ことを目的としてつくられた国
の制度です。

　中退金制度の特色
　国の制度ですので、安全、確
実です。

　月づき少額の掛金で、企業の

実態にあった退職金づくりがで
きます。

　掛金の一部と制度の運営費は
国が負担します。
　掛金は、税法上損金・必要経
費として、全額免除になります。

　問い合わせ先
●中退金・退職金相談コーナー

　智東京03－436－4351
●県商工労働部労政課

　智新潟025－285－5511
　　　　　　　（内線2815）
●長岡労政事務所

　a長岡0258－38－2546

⑳⑦㊦、

霞

、序電の
　　　由突ロらせ

1月25日（水）午前9時半～

1時元町の一部

1月25日（水）午後1時半～

3時伊友の全部
蜷繍勘購懸鞭嘱、．㌔．π．

心配ごと相談
11月18日（水）・

　25日（水）・

12月2日（水）・

　　9日（水）・

・・克雪センター

●…総合センター

●上野コミセンター

・仁田公民館

時問は、午後1時～3時です。

1移動交通事故相談

12月7日　（月）

十日町市役所

受付は、午前10時～午後2時

　
橘
運
動
場
が
こ
の
ほ
ど
仁
田
地
内

（
通
称
ム
ジ
ナ
沢
）
に
完
成
し
ま
し

た
。

　
以
前
、
栄
橋
上
流
に
あ
っ
た
河
川

敷
の
運
動
場
が
大
水
に
よ
り
流
出
し

た
た
め
、
新
し
い
運
動
場
の
完
成
を

待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
場
に
は
、
野
球
場
一
面
、

ト
イ
レ
・
用
具
棟
、
駐
車
場
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
信
濃
川
や
対
岸
の
山
々

を
一
望
に
し
た
運
動
場
で
は
、
少
年

野
球
や
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

オープン橘運動場＿10月18日＿



…一……・・（11）一・””…一一……・一・…一・一・……一〇一…・………一一…9…………一・・9一一一・…・・一……一…・・陰一・……一…・・……　広報かわにし／昭和62年11月10日発行一・9・・一一・…

出息
善東

北
電
力
（
十
日
町
市
）

（
敬
称
略
）

松
葉
荘
ヘ
サ
ツ
キ
苗
木

防
犯
灯

社
会
福
祉
協
議
会
に

田
口
良
平
（
木
落
）

喜
多
善
一
（
四
郎
兼
）

相
崎
ヒ
ロ
イ
（
沖
立
）

高
橋
好
一
（
上
町
）

村
山
欣
一
（
伊
友
）

小
林
十
八
（
中
屋
敷
）

十
五
本

　
二
基

　
二
万
円

　
三
万
円

　
三
万
円

一
万
五
千
円

　
三
万
円

　
三
万
円

特わんきん

ふ
く

し

購

．
獺
灘

老
人
ク
ラ
ブ

社
会
奉
仕
の
日

　
九
月
二
十
日
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
社
会
奉
仕
の

日
で
す
。

　
川
辺
老
友
会
（
小
海

正
太
郎
会
長
）
で
は
、

恒
例
の
共
同
墓
地
と
神

社
の
清
掃
奉
仕
を
し
ま

し
た
。

　
あ
い
に
く
の
小
雨
の

中
、
八
十
四
歳
の
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
を
筆
頭
に
、

み
な
さ
ん
が
元
気
い
っ

ぱ
い
奉
仕
作
業
に
励
み

ま
し
た
。

（
写
真
提
供
“
小
根
岸
、

小
海
正
太
郎
さ
ん
）

r

福
祉
年
金
の
受
給
者
と

　
　
　
　
公
的
年
金
の
併
給
制
限

　
老
齢
福
祉
年
金
は
、
全
額
国
庫
負
担
で
す
。
そ
の
た
め
、
拠
出
年
金
と

同
じ
よ
う
に
支
給
制
度
が
あ
る
ほ
か
、
他
か
ら
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る

場合の

併
給
制
限
と
、
所
得
が
一
定
額
を
超
え
て
い
る
場
合
の
所
得
制
限

と
が
あ
り
ま
す
。

　
公
的
年
金
の
併
給
制
限
の
場
合
、

老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
で
恩
給
や

厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
人
は
、
公
的
年
金

の
受
給
額
が
五
十
六
万
九
千
円
を
超

　
私
た
ち
は
共
働
き
で
、
そ
れ
ぞ
れ

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、

今
度
、
主
人
が
都
合
で
退
職
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
退
職
し
た
場
合
、
主
人
は
ど
ん
な

年
金
に
加
入
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ご
主
人
が
退
職
さ
れ
た
場
合
、
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

え
る
と
き
は
、
老
齢
福
祉
年
金
が
全

額
支
給
停
止
と
な
り
、
五
十
六
万
九

千
円
未
満
の
と
き
は
、
五
十
六
万
九

千
円
と
公
的
年
金
と
の
差
額
を
支
給

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

す
が
、
ご
主
人
が
あ
な
た
の
健
康
保

険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る
か
ど
う
か

で
、
加
入
す
る
種
別
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
。

　
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
れ
る

か
ど
う
か
は
、
年
収
が
百
万
円
以
上

か
未
満
か
で
判
断
さ
れ
て
お
り
、
百

万
円
以
上
で
あ
れ
ば
被
扶
養
者
に
は

な
れ
ず
、
未
満
で
あ
れ
ば
被
扶
養
者

と
な
り
ま
す
。

　
被
扶
養
者
と
な
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
自

第1号被保険者 ○
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
る

　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
ヂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

　
　
，
蜘
“
”
気
　
“

0
．

　
　
　
ぐ

ピ
　
　
．
一

　
　
漁

　
受
給
し
て
い
る
他
の
公
的
年
金
の

年
金
額
が
変
わ
っ
た
り
、
新
た
に
他

の
公
的
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
た
び
ご
と
に

届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
を
し

な
い
で
、
そ
の
ま
ま
老
齢
福
祉
年
金

を
受
け
て
い
ま
す
と
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
過
払
い
と
な
っ
た
分
を
返
納
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
併
給
制
限
に
該
当
す

る
人
で
、
ま
だ
、
届
け
出
を
し
て
い

な
い
人
は
、
至
急
、
役
場
の
年
金
係

へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

O
厚
生
年
金
保
険
又
は
共

済
組
合
の
保
険
料
（
掛

金
）
を
納
め
る

第2号被保険者

分
で
保
険
料
（
月
額
七
千
四
百
円
）

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
被
扶
養
者
と
な
っ
た
場
合

は
、
第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、

あ
な
た
が
納
め
る
厚
生
年
金
の
保
険

料
の
中
に
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
ご
主

人
が
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
ご
主
人
の
分
の
国
民
年

金
の
保
険
料
が
含
ま
れ
る
と
い
っ
て

も
、
あ
な
た
の
厚
生
年
金
の
保
険
料

が
高
く
な
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
o
配
偶
者
が
加
入
し
て
い
る

年
金
制
度
か
ら
保
険
料
を

ま
と
め
て
納
め
る
の
で
本

人
は
負
担
し
な
い
で
よ
い
。

第3号被保険者
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接

斗
り㌃

轡
き
ー
器
き
蕪

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
さ
と
こ

中
島
都
子

　
　
　
　
あ
や

南
雲
　
　
綾

　
　
　
あ
や
か

小
川
絢
香

　
　
み
ほ
こ

平
野
実
穂
子

勝
志

　
　
　
二
女
上
野

け
さ
代

　
裕

三
津
子
二
女
中
仙
田

陽
　
一

　
　
　
長
女
上
野

裕
子

清
志

　
　
　
三
女
四
郎
兼

幸
　
子

ノ
・
　
ノ
〃

と
』

小
わ
琶

畔
項

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
星
光

○
こ
ま
ご
ま
と
し
て
秋
草
の
実
を
も
ち
し

○
枯
れ
て
ゆ
く
も
の
の
中
な
る
水
の
音

紫
陽
花
の
枯
れ
果
て
・
な
お
散
ら
ざ
り
し

　
菩
薩
の
絵
観
て
爽
や
か
な
巨
匠
展

　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
酔
月

○
秋
晴
や
紅
透
き
見
ゆ
る
川
原
グ
ミ

廃
道
の
轍
残
し
て
草
紅
葉

　
蟷
螂
の
夫
食
む
運
命
見
た
り
け
り

　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

○
コ
ス
モ
ス
の
一
輪
大
き
く
写
生
の
子

　
学
童
の
声
澄
み
と
お
り
秋
ざ
く
ら

　
山
に
雪
来
し
菜
洗
い
の
二
三
人

工　星
藤　名

彩奪育マ
佳か美み

聡寿典恒

美彦子雄

長
女
伊
友

　
　
発
電
所

長
女

　
　
　
通
西
、

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

高
橋
　
秀
幸
2
3
（
好
一
）
上
　
町

相
崎
　
誠
5
2
（
本
人
）
沖
立

小
林
フ
ジ
イ
5
6
（
＋
八
）
中
屋
敷

小
川
　
清
次
7
2
（
本
人
）
下
平
新
田

須
藤
　
イ
ネ
7
6
（
誠
一
）
下
　
原

喜
多
善
三
郎
82
（
善
一
）
四
郎
兼

田
口
辰
太
郎
8
3
（
良
平
）
木
落

　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

一
株
の
紅
葉
に
染
ま
る
流
れ
か
な

籠
の
中
見
せ
合
う
て
い
る
茸
狩
り

刈
り
終
え
て
案
山
子
淋
し
く
残
る
畦

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
水
品
　
　
律

秋
光
の
あ
ま
ね
く
湖
畔
人
多
し

幾
曲
り
坂
幾
曲
り
照
紅
葉

晴
れ
一
と
日
時
雨
一
と
日
の
秋
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
　
寅
生

一
万
に
満
た
ざ
る
町
や
後
の
月

樹
間
よ
り
浅
間
の
煙
紅
葉
狩

　
　
　
　
　
　
所
沢
市
　
池
上
マ
サ
子

稲
架
屏
風
か
く
れ
ん
ぼ
う
の
足
見
ゆ
る

川
原
へ
と
下
る
坂
道
草
の
花

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

秋
冷
や
着
丈
に
足
ら
ぬ
宿
衣

秋
晴
の
浮
か
び
て
淡
き
昼
の
月

村
山
　
熊
治
8
4
（
欣
一
）
伊
　
友

須
藤
　
イ
セ
8
6
（
良
平
）
下
　
原

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（　　　（　　　 （　　　（

田小南小齋羽石高

口林雲林藤鳥崎橋

さ　　隆美三順光
々　　　智
え隆恵一子郎子昭

坪
山

新
潟
市
か
ら

木
落

神
奈
川
県
か
ら

栄
町

＋
日
町
市
か
ら

神
社
町

木
落
か
ら

　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

秋
冷
の
大
山
仰
ぎ
出
勤
す

　
　
　
　
　
下
平
新
田
清
水
き
よ
し

台
風
の
去
り
し
舗
道
の
紅
葉
山

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤

百
年
の
式
お
ご
そ
か
に
菊
薫
る

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
井
川

里
芋
の
親
芋
は
な
れ
丸
々
と

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
万

子
育
て
の
終
り
し
妻
の
秋
の
旅

壮
一亘柿

　
お
わ
び

　
先
月
号
、
歴
史
は
語
る
（
八
ぺ
ー

ジ
）
の
欄
中
、
　
「
い
ぬ
の
刻
（
午
前

八
時
す
ぎ
）
」
は
「
（
午
後
八
時
す

ぎ
）
」
、
　
「
土
砂
」
は
「
土
佐
」
の

誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
ま
す
。

　
国
保
制
度
は
国
の
補
助
金
と
、
国

保
加
入
者
が
納
め
る
保
険
料
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
費
が
増
え
れ

ば
保
険
料
を
値
上
げ
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
医
療
費
を
で
き
る
だ
け
節
約
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
の
負

担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

　
病
気
に
な
っ
た
り
、
け
が
を
し
た

と
き
、
医
者
に
か
か
る
の
は
当
然
の

こ
と
で
す
が
、
そ
の
と
き
で
も
、
ち

ょ
っ
と
し
た
心
構
え
や
考
え
方
に
よ

っ
て
医
療
費
は
大
き
く
違
っ
て
き
ま

す
。
次
の
よ
う
な
こ
と
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

ま
ず
健
康
づ
く
り

＊
　
偏
食
し
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
の
と

　
れ
た
栄
養
を
と
る
。

＊
　
適
度
の
運
動
を
欠
か
さ
な
い
。

＊
　
過
労
を
避
け
、
充
分
な
睡
眠
と

休
養
を
と
る
。

医療養，ワ

・
冠
（

　
“

《
多
●

（
c
ゆ

　　　　　℃一　 ノ

ぎ　　　　ノ・
　　、笏
　　ゆ　　　　ドヘ　　　　　　　　　　しり

　　　　　讐密奪鷺

　　　φ　　　　　　　覧？

　
少
々
の
病
気
は
は
ね
返
す
体
力
を
、

ふ
だ
ん
か
ら
つ
く
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ハ
シ
ゴ
受
診
を
や
め
ま
し
ょ
う

　
ち
ょ
っ
と
病
気
が
は
か
ば
か
し
く

な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
他
の
お

医
者
さ
ん
に
く
ら
が
え
す
呑
な
ど
、

ハ
シ
ゴ
受
診
は
医
療
費
の
大
変
な
無

駄
づ
か
い
で
す
。

　
深
夜
、
休
日
、
時
間
外
の
受
診
を

避
け
ま
し
ょ
う

　
深
夜
、
休
日
、
時
間
外
に
受
診
す

る
と
、
大
幅
な
割
増
料
金
が
必
要
で

す
、
な
る
べ
く
平
日
の
時
間
内
に
受

診
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
化
社
会
が
進
む
に
つ
れ
て
、

医
療
費
は
さ
ら
に
増
え
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
の
勢
い
で
い
く
と
、
国

民
の
医
療
費
負
担
は
ま
だ
ま
だ
大
き

く
統
齢
鑑
醍
繍
齢
轄
翻

が
あ
り
享
・
み
馨
ん
の
蟹
や
翻

所
得
の
す
べ
て
を
医
療
費
に
傳
わ
幽

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
．
　
臆

必
醤
溺
鞭
騒
銘

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
・
　
臨

天
ひ
と
り
が
医
療
費
突
切
に
騒

傳
こ
と
、
そ
れ
が
み
ん
な
の
健
康
《

を
守
る
早
道
で
す
。
　
（
国
保
係
）


